Windows 2001 

のセットアップ 


ストリ ー ミングサーバに Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版または Microsoft ® Windows ® 
2000 Advanced Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ）をインストールする手順について 
説明します。インス!-ールの方法は購入後、初めて電源を ON にする場合と再インス!-ールの場合で手順が 
異なりますので読み分けてください。また、インストール後、障害が起きた際に早く復旧させるために 
必要なセットアップについても説明しています。 

初めて電源を ON にするとき（一84ページ） . ストリーミングサーバを購入後、初めて電源を 

ON じすると、 0 S がプリインストールされた 
モデルでは八ードディスクじインストール済みの 
0 S のセットアップが始まります。セットアップ 
の手順とセットアップ完了後に行う作業について 
説明します。 0 S がプリインストールされていな 
いモデルは、「再セットアップ」を参照してくださ 
い。 


再セットアップ(一96ページ） .0 S を再セットアップするときの手順について 

説明します。また、 0 S がプリインス!-ールされ 
ていないモデルでは、別途 OS を購入後、本項を 
参照してインス I ー ルしてください。 

HostRAID ™ (こついて(一108ぺージ） . HostRAID の概要、を意事項、およびセットアツ 

プの流れじついて説明しています。 
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初めて電 as を ON にずるとを 

箱を開けてからお使いになるまでの手順について、順を追って説明します。再セツトアップの際は r 再セツ 
トアップ」を参照してください。 



次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1. ストリーミングサーバをラックに取り付ける。（一2章） 

2 . ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置をストリーミングサーバに接続する。（一 



プリンタなどの周辺装置はオペレーティングシステムのセットアップを完了してか5接続して 
<ださい。 

3. 添付の電源コードをストリーミングサーバと電源コンセント(こ接続する。（一2章） 

4. ストリーミングサーバの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

6章に示す設定例を参考(こしてください。 

使用する os に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ-アンド- 
プレイをサポートするかどうかなどの項目もありまず。また、日付や時間が正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 


2オペレーテイングシステムのセットアップ 


0 S がバンドルされたモデルを購入された場合は、ストリーミングサーバの八ードディスク 
に、お客様がすぐに使えるようにパーティシヨンの設定から、 OS ( Mic「osoft Windows 
2000 Server 日本語版）、ストリーミングサーバが提供するソフトウェアがすべてインス 
I '''ールされています。 

ここでは、購入時に OS がプリインス!-ールされたモデルのセットアップについて説明しま 
す。 OS がプリインス!-ールされていないモデルの場合は、別途、 OS を購入し、この後の 
r 再セツトアップ」-「シームレスセツトアップ」を参照してインストールしてください。 
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セットアップを始める前に C D - R 0 M 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 と添付のフ□、ソピーディスク 
(1 枚)を用意してください。また、この他に r プ□ダ 
クト车一」のナンバーをメモしておいてください。 


プ□ダクト车一はストリーミングサーバ本体に貼りがけられている ID ラベルに記載されて 
います。 Windows 2000のセットアップや再インストール時に必ず必要な情報です。剥が 
したり汚したりしないようを意してください。もし剥がれたりミちれたりして見えなくなった 
場合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。あらかじめプ□ダ 
クト羊一の番号をメモし、他の添が品といっしょにメモを保管されることをお勧めします。 


セットアップの開始 

次の手順でストリーミングサーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、ストリーミングサーバの順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]ボタンをクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します](こチェックをして、[次へ]ボタンをクリックする。 

降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示(こ従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知6せる画面が表示されます。 

自動的にシステムのアップデートが実行され 、 [Windows 2000セットアップウィザードの完了] 
ダイア□グボックスが表示されます。 

己.[完了]ボタンをクリックする。 

再度、ストリーミングサーバが再起動します。 

[ Windows 2000サーバの構成]ダイア□グボックスが表示された6、 0 S のインストールは完了 
です。 


r 


A 

Windows 2000 Server 


广 Product Key: 、 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

\ 00000 -000-000-000 J 
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デノ（イスドライバのセットアップとアップデート 

本体に標準装備のネットワークとグラフィックスアクセラレータなどについてセットアップ 
またはアップデートをします。オプションのデバイスでドライバをインストールしていない 
ものがある場合は、オプションに添付の説明書を参照してドライバをインストールしてくだ 
さい。 


PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバじ含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性じ優れた 
環境を提供し、サーバースイッチ間のスループットを向上させることができます。このよう 
な機能を利用する場合に PROSet が必要になります。 

PROSet をインス I -- ルする場合は、下の手順に従ってください。 

1. CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2 . スタートメニューか6[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□ーラ] 
をクリ 、ソク する。 

3. レ CD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 64¥ PROSet ¥ WIN 2 K 」のディレクトリ内の 
「 PROSet . msi 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - InstallShield Wizard ] が起動します。 

4. [ Nex わ]ボタンをクリックする。 

己 .[I accept the terms in the license agreement ] を選択し、 [ Nex わ]ボタンをクリ、ソクする。 

巨. [ Typical ] を選択し、 [ Next >] ボタンをクリックする。 

7. [ Ins ね II ]ボタンをクリックする。 

[InstallShield Wizard Completed ] ウィンドウが表示されます。 

8 . [ Finish ] ボタンをクリックする。 

9. システムを再起動する。 

上で完了です。 
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ネットワークドライバ 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、それぞれの 
転送速度と Duplex モードの設定が必要です。 

■: サービスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めします。 [ネット 

1 ント I ワーク モニタ] は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストールした コン ピュ ータ が送受信する 
フレーム（またはパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに 
有効なツールです。インストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を 
参照してください。 

1. [コント□-ルパネル]ウィンドウで、 [ Intel ( R ) PROSet ] アイコンをダブルクリックする。 
[ Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスが表示されます。 

2. リスト中の nntel ( R ) 82546 EB Based Dual Port Network Connection 」 (こマウスカーソルを合 
わせる。 

3. [リンク設定]タブをクリックし、[オートネゴシエーション]を「無効」に指定し、[強制速度および 
デュプレックス]の項で HUB の設定値と同じ値に設定する。 

I チェック I 

nooo/Fuiu の場合、けートネゴシエーション]を r 有効」じ指定し、[ネゴシエート可能速度お 
よびデュプレックス]の項で r 1000 Mbps 全二重」のみをチェックし、他の項目のチェックをは 
ずして指定してください。 

4. リスト中の nntel ( R ) 82546 EB Based Dual Port Network Connection #2」( こマウス 
カーソルを合わせる。 

己.[リンク設定]タブをクリックし、[オートネゴシエーション]を「無効」に指定し、[強制速度および 
デュプレックス]の項で HU 目の設定値と同じ值(こ設定する。 

I チェック I 

nooo/Fuiu の場合、けートネゴシエーション]を r 有効」(こ指定し、[ネゴシエート可能速度お 
よびデュプレックス]の項で r 1000 Mbps 全二重」のみをチェックし、他の項目のチェックをは 
ずして指定してください。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接綱か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 


アダプタフォ J レトトレランス ( AFT )/ アダプテイブ□-ドバランシング 
( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されて 
いるアダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させる 
ちのです。 

また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り、 
サーバからの送信パケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スプール 
パケットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、 t (下の手順に従ってセットアップしてください。 


Windows W000 のセットアップ 
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AFT / ALB のセットアップは、ドライバインス!ル後、必ず再起動した後に行う必要 
びありまず。 


• Adapter Teamin 呂 ( AFT ) の グルー プとして指定するアダプタは、同一八ブまたは 
スイッチ、異なる八ブまたはスイッチのどち5の接続でも使用でをます。異なる八ブ 
またはスイッチに接続する場合は、すべて同一 LAN (同ーセグメント)上に存在ずる必要 
びありまず。また、接続はカスケード接続としてください。 

• Adapter Teamin 呂 ( ALB ) のグループとして指定ずるアダプタは、ずべて同一 LAN 上 
に存在する必要びありまず。別々のスイッチに接続した場合は正常に動作しません。 

1. [コント□-ルパネル〕ダイア□グボックスで、 [ Intel ( R ) PROSe ロアイコンをダブルクリックずる。 
[ Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスが表示されます。 

2. リスト中の nntel ( R ) 82546 EB Based Dual Port Network Connection 」 (こマウスポインタを合 
わせ、ちクリックする。 

プルダウンメニューが表示されます。 

3. [チームに追加]を選択し、[新規チームを作成]ボタンをクリックする。 

[チーム化ウィザード]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. 「アダプタフォルトトレランス」または r アダプティブ□ードバランシング」を選択し、[次へ] 
ボタンをクリックする。 

己. [次へ]ボタンをクリックする。 

巨. チーム(こするアダプタをチェックし、[次へ]ボタンをクリックする。 

7. [完了]ボタンをクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet ] ダイア □ グボ、ソクスに戻ります。 

8 . [適用]ボタンをクリックし、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

9. システムを再起動する。 
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グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータ用ドライバをアップデートします。 
オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添が 
されている説明書に従ってドライバをインス I -ールしてください。 

1. 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2 . スタートメニューの[プ□グラム]一[アクセサリ]か6[エクスプ□ーラ]をクリックする。 

3. レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内のに etup . exe ] アイコン 
をダブルクリックする。 

4. メッセージに従ってインストール作業を進める。 

途中で「ディジタル署をが見つかりませんでした。..」というメッセージが表示された場合は、 
[はい]ボタンをクリックして、インストールを続けてください。 

己. 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化し、画面の指示に従ってシステ 
ムを再起動する。 


オプションのネットワークドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -84/ 103/112/11 3) を使用する場合は、オンボー 
ド LAN のドライバとボード添付のドライバのバージョンを磕認してください。 

N 81 04-84 /103/112/113ボードの場合 
システムディレクトリ :¥ system 32¥ d 「 ive 「 s ¥ E 1000 nt 5 .sys 

ボード添付のドライバが古い場合は、インストレーションサプリメントガイドの再インス 
I ル手順を参考じし、 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM じ格納されてし^るドライバをイン 
ストールしてください。 

< CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 64¥ PR 01000¥ WIN 2 K 


Windows WOOO のセットアップ 


89 





3 システムのアップデート 〜 Service Pack の適用 


システムのアップデートは 、 Service Pack の適用とをデバイスのドライバのアップデート 
を行うものです。プレインストールモデルや、 0 S のインス!-ールを指定されて購入された 
場合には自動で適用されますが、次のような場合は、必ずシステムのアップデートを行って 
ください。 

• システムの修復を行った場合 
• システムの構成を変更した場合 

• 0 S を新規にインストールした場合 

• CPU を増設した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このとき Service Pack を再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント 
( Administrator など)でシステムじ□グイン 
した後、 CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 

をストリーミングサーバの CD - ROM ドライ 
ブにセットしてください。 

表 W された画面「マスター コント □ ール 
メニュー」の[ソフ トウ エアのセッ ト アップ] 

を左クリックし、メニューから[システムの 
アップデート]をクリ、ソクすると起動しま 
す。 W 降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack の適用 
と、ドライバのアップデートを行ってくだ 
ぎい。 
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障害処理のためのセツトアツ 



障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

ストリーミングサーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

1-0 メモリダンプのま意 

胃 • メモリダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 

次の手順に従って設定します。 


スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリ、ソクする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 


2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]ボタンをクリックする。 


を胶 I ネットヮ-クの I /、-ドウ I ァ I ューザー プ q 

「"フォー マンス- 

バフ ォー マシスオプションは、コンピュー 
シ3ンのタモリの傲巧を舒里しまも 


f ル詳細 I 7 
抑^^^'涅するァプリト 


F けフォーマンスオプションが） 




巧巧を数は、特定の桂類の怕報のなまホをおちします。 

巧巧を数(む ..I 




離競黏鷄 ちが コンビユー 娜き 止する 巧一墜 


を!旨ミします。 


J キャンセル」 通巧曲 
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己.テキストボックスにデバッグ情報を書き 
む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイルをで書き込む場合> 


D :¥ MEMORY.DMP 


w-OlM 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズび 2 GB を越える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンスを指定してください。 

• ストリーミングサーパに搭載しているメモリ容量+1 2 MB 似上の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わりまず。 
デバッグ情報（メモリダンプ)の書さ込み先の空さ容量を確認してください。なお、搭載 
メモリサイズび 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は2048 MB となるので、 
空き容量はに 048 MB +12 MB 」 を目まにしてください。 

巨. [パフォーマンスオプション]ボタンを 
クリ、ソクする。 


7. [仮想メモリ]ダイア□グボックスの 
[変更]ボタンをクリックする。 


8 . [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を搭載メモリサイズの 
約1.日倍に設定する。 


ず OS パーティシヨンに上記のサイズで作成してください。 STOP エラー発生時にデバッ 
グ情報(メモリダンプ)を採取するために必要です。ページングファイルの[初期サイズ]を 
「推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場台びあり 
ます。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを巧して、正常にダンプび採取できることの 
確認を行うことをお勧めしまず。 

• メモリを増設した際は、必ずメモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行って 
<ださい。 

9. [0 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容(こよってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージ(こ 
従って再起動して<ださい。 
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ワトソン博±の設定 


ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存の□グファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明(こついてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K ] ボタンをクリックする。 


Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを橫化するとストリーミングサーバを診断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断 
情報を採取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリ 、ソク する。 


2. [さ)前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と人力 
し、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


ファイル: るを 指定して実け 


过 ぶ] 


至1 


in 傑な抗を疑薇頸ユ於卜 


j (^ 阿 


をお起【 [drwtsn32.exe| 


OK 


] 


キャンセル」き股(断.」 


3. [□グファイルパス]ボックス(こ彰断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで 
保をされます。 


ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラ 、ソ シュダンプ]ボックスにクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保を先を指定す 

る。 

• L 励 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 





てくス (L): |s¥AII User"s¥Documents^^DrW^tson 
パを)： 


[C：¥Documents and Settings¥AII Us 


WAVE ファ ', 
インストラクションの数の： 
巧巧するエラ-数(曲 


过 2 SJ 

き照(旦).、 

き昭り )… J 


W 聲强器 SIEIJE 器 EH1 

W すべてのスレッドコンテキストる(が 
W 巧巧の□ヴファイルにお加の I 
厂タッた-ジボックスによる巧她 I 
厂音[こよる巧かを） 

P クラッシュ巧ンプファイルの fiy 


アフリケーシヨンエラー ( E ) 


統が 


OK 


キャンセル 


ヘルプの） 


己.[オプション]ボックスじある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインスI-ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!'''ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインス I -ールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオン(こして[次へ]ボタンをクリック 
する。 

己.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセットして [ OK ] ボタンをクリックする。 

巨. [ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスの[完了]ボタンをクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]ボタンをクリックする。 

8 . [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 



ン/周迅装置のセツトアツ 



オプションや周辺装置のデバイスドライバや周辺装置が提供するアプリケーションのイン 
ストールや設定については、周辺装置に添付の説明書を参照してください。 

バックアップ装置をお使いのお客様は5章、「ストリーミングサーバソフトウエア」の「バック 
アップ装置ファームウェアアップデートツール」を参照してください。 
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管理ユーテイリテイのインストール 


0S がプリインス I -ールされたモデルの購入時の八ードディスクじは、管理ユーティリティ 
がインストールされています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス 

• ESMPRO / UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ） 

• Adaptec Storage Manager - Browser Edition ( GS モデルで HostRAID を使用する場合のみ） 

[スタート]メニューの口□グラム]じインストールしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを磕認してください。ユーティリティによっては、お客様でご使用になる環境に合った 
状態に設定または磕認をしなければならないものもあります。5章を参照して使用環境に 
合った状態に設定してください。 

また、その他にもストリーミングサーバ管理用のユーティリティが添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 に収録されています。5章を参照して、必要に応じてインス!ル 
してください。 




詳細については、5章または装置に添付されている別冊の説明書などを参照して使用環境に 
合った状態に設をしてください。 

また、ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもありま 
す。詳しくは5章を参照してください。 


再セットアップを行ったときや 0 S を別途購入したモデルのセットアップをしたときは、 
個別にインス!ルしてください。（一部、シームレスセットアップの設定によって 0 S と 
一緒に自動でインス!-ールされるものもあります。） 


システム情報のバックアッ 



システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \、ソクアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧 
(リストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 


1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」をストリーミングサーバの CD - ROM ドライブにセットして、 
再起動する。 

EXPRESS 目 UILDER か6起動して 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」が表示されます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めて<ださい。 
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再セットアップ 


システムの破損などが原因でオペレーティングシステム ( OS ) を起動できなくなった場合などにここで説明 
する手順に従ってストリーミングサーバを再セットアップしてください。 

m ： 再セットアップをする前にシステムの修復を試してみてください。詳しくは7章をご K ください。 

iwi 


本装置では、「シームレスセットアップ」と呼ぶ方式により、自動的に装置をセットアップします。詳細な 
手順については、この後の説明を参照してください。 

pi： • シームレスセッ トアップ ill 外のセ'ソ トアップ方法については、106ぺージの「応用セットアップ」で説明 
U37n しています。 

• 本体にディスクアレイコントローラなどの RAID ボードや SCSI ボード（「大容量記憶装置コントローラ」 
と呼ぶ）を搭載し、システムディスクとして使用するハードディスクを接続している場合は、106ぺージ 
の「応用セットアップ」を参照してください。 


シームレスセツトアツ 



EXPRESS 目 UILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってストリーミングサーバを 
セットアップします。 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから 
Windows 2000、を種ユーティリティのインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで)セットアップできるストリーミン 
グサーバ独自のセットアップ方まです。八ードディスクを購入時の状態と異なるパーティ 
ション設をで使用する場合や OS を再インス!-ールする場合は、シームレスセットアップを 
使用してください。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行います。 

シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に 
一連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクの 
ことを r セツトアップパラメータ FD 」 と呼びます。 
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■: • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を.還巧する 

[pn 情報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、ストリーミングサーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありま 
せん。また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用 
すると、前回と同じ状態にストリーミングサーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って 
事前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や選択しなければならない項目を省略することができます（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成.修正す 
ることもできます）。ストリーミングサーバのイ也に Windows 95/98 、Windows NT 3.51 
じ(降 、 Windows 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお手 
元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集してお 
くことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方まについては、5章で説明 
しています。 


OS のインスI-ールについて 

OS のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている OS について 

Windows 2000の中でストリ ー ミングサーバがサポートしている OS は 「 Microsoft ® 
Windows ® 2000 Server 日本語版」と 「 Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 
日本語版」です似降 、 [Windows 2000」と呼ぶ)。 


巨 IOS の設定について 

Windows 2000をインス I ルする前に八ードウエアの BIOS 設定などを磕認してくださ 
い。6章を参照して設定してください。 
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インストールに必要ならの 

W 下のものを用意して<ださい。 

• EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 

• Microsoft Windows 2000 Server CD - ROM または Microsoft Windows 2000 
Advanced Server CD-ROM 

• Microsoft Windows 2000 Service Pack CD-ROM (Service Pack を適用する場合） 

• セッ ト アップパラメータ FD (または 1.44 M 巨フォーマッ ト 済みの 3.5 インチ フ □、ソ ピー 
ディスク1枚） 

• ユーザーズ ガイド(本書） 

r プ□ダクト车一」を磕認しておいてください。 

0 S がバンドルされていたストリーミングサーバの 
プ□ダクト丰一はストリーミングサーバ本体に貼り 
付けられている D ラベルに記載されています。 

別途 0 S を購入した場合は、 0 S の CD ケースに記載 
されています。 




A 

Windows 2000 Server 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

\ 00000 -000-000-000 ノ 



Windows 20001 こつし、て 


Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし 、 ) 欠の点じ 
ついてを意してください。 

M-O •インス I ルを始める前にオプションの増設やストリーミングヴーバ本体のセット 
アップ ( BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 

• 別売のソフトウェアパッケージにち、インストールに関する説明書び添付されている場 
台びありますび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に86ぺージを参照してデバイスドライバのセッ 
トアップとアップデートを行ってください。 

• シームレスセットアップを完了した後に91ぺージを参照して「メモリダンプの設定」 
などの障害処理のための設定をしてください。 


A - ドディスクの接続について 


0 S をインストールしない八ードデイスクは、 0 S をインストール後に接続してください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス I -ールする場合は、 
インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクじ戻し、インストール 
完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除、および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 
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作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

インス I -ールに必要なサイズ =1000 MB 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 

ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 MB 

M-O • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（メモリダンプ)採取のために必要な 
サイズでず。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定ずると正確 
なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場台びありまず。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409己 MB で 
ず。搭載メモリサイズ X 1.己倍のサイズび409己 MB を超える場台は、409己 MB で 
設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GB 似上の場合のダンプファイルサイズは、 [2048 MB +12 MBJ 
です。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 

1000 MB + (512 M 巨 X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) 二 2292 MB 
となります。 

■: シームレスセットアップでインストールする場合、化要最小限のパーティションサイズは、 

rE 37 p 必下のように計算してくださし、。 

• Windows 2000 Service Pack を適用しない場合 

「上記の必要最小限のパーティションサイズ」もしくは 「4095 MB 」 のうちどちらか大きい方 

• Windows 2000 Service Pack を適用する場合 

「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 もしくは 「4095 M 巳」のうち 
どちらか大きい方 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I -ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 に格納されて 
いるオンラインド车ュメント r インストレーションサプリメントガイド」を参照して再イン 
ストールしてください。 

インストレーションサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインス I -ールに 
関するを意事項が記載されています。 
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ディスク構成について （ rMAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。 



「IVIAINTE_P」 

構成情報やユーティリティを保を 
するための保守用パーティション 
でず。削除しないでください。 


























セツトアップの流れ 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



民る ■ 注意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ Nom インス!ルち法を還択する 


Yes 




ディスクアレイのコンフィグレーシヨン 

i 

巧起動 

i 

保守用ノ ティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティリティのインスIル 

i 

巧起動 

i 

OS パーティシヨンの 作成 

i 

巧起動 

i 

OS パーティシヨンのフォーマット 

i 

NEC モジュールのコピー 

i 

還択したアプリケーシヨンのモジュールのコピ- 


J :入力や選択び必要な作業 
] :自動的に作業び進む内容 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 

M-O OS を新規にインストールした場合、システムの構成を変更した場合は90ページを参照 
して r システムのアップデート」を行ってください。 


1 . 周辺装置、ストリーミングサーバの順に電源を ON にする。 

2. ストリーミングサーバの CD - ROM ドライブに CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をセットする。 

3. CD - ROM をセットした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON してストリ ー ミングサーパを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

しば6くすると 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」が表示されます。 

4. [シームレスセットアップ]をクリック 
する。 









5. 「セツトアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブにセツトし、[確認]ボタンをクリツ 
クする。 


I チェック I 


「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、空の 1.44 M 目のフォーマット済み 
フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、[確認]ボタンをクリックして 
ください。 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場を] 

セツトした r セツト アップ パラメータ FD 」 内のセツト アップ 情報ファイルが表示されます。 


①インストール(こ使用するセツトアップ情報ファイル 
をを選択する。 


I チェッ匀 


選択されたセットアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合(たとえば ExpressPicnic 
Ver .4 JU 前で作成される rPicnic - FD 」 をセ、ソトしてい 
るときなど）、再度「セットアップパラメータ FD 」 の 
セットを要求するメッセージが表示されます。 
セットしたフ□、ソピーディスクを確認してくださ 
い。 


test 2 .tre 

testa.tre 


I ぉ定 I 
I 戻る I 


セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]ボタンを、確認せずにそのままインストールを巧う場合は、[スキッフ°] 
ボタンをクリックする。 

[確認]ボタンをクリ、ソクー手順7へ進む 
[スキツフ°]ボタンをクリ、ソクー手順8へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを人力する。 

[オペレーティングシステムインストールメニュ ー] 
が表示されます。リストじは、装置がサポートして 
いる 0 S が表示されます。 



③リストボックスか 6 [Windows 
200 0] を選択する。 

[その他]を選択しないで < ださい。 


Express 5800シ U - ズ EXPRESS 己 UILDER Ver 3. xxx-x Copyri 邑 ht に ） NEC Corporation 2003 


[ オペレーテイングシステムインストールメニュー I 


その他 

戻る 


[作業手順] 

ーセッ巧ッフ。情報の入力/確認 
テ’’イスクアレイ]ンフイグレ-シヨン 
各種> ティリティのインストル 
システム〕のべ’、レ-ジョン 
A 。 ぅィションの作成 
A 。 ぅィションの乃-マット 
NEC モシ”;!-ルの:1ピ- 
0 S CD - ROM の]ヒ。- 
自動セット?ッ T の開始 


Windows W000 のセットアップ 


103 














































< 表示例 > 


目. 0 S のインストール中に設定する内容を 
確認する。 

ストリーミングサーバに接続の RAID コン 
卜□ーラに関する設定を行う[アレイディ 
スクの設定]画面が表示されます。設定内 
容を確認し、必要な6修正を行ってか6 
[次へ]ボタンをクリックしてください。 


次(こ [N E C 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
行ってか6 [次へ]ボタンをクリックして 
ください(画面中の r 対象マシン」は機種に 
よって表示が異なります。） 

i ： J を、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフ° ] ボタンをクリックして設定を確認 
しながら画面を進めて<ださい。設定 
内容は必要に応じて修正してください。 


1: アレが’ィスクの設赶テ’’ィスクアレイ]外トラ 


1 アレイテ'’がの設定 

1 1 ずる 


1 

RAID の作成 

1 既巧 RAID を使用ずる 


1 

接続テ。ィスクの卜蠢 

1 … 


1 

"’ツクを構成ずるテ‘’イスク数 

1… 


1 

M’ ツクを構成ずる RAID 

1… 


1 

ライトトドの設定 

1… 


1 

ライトトドの種類 

1… 


1 


1 再雷誠 1 

巧へ 

いげ 1 



• os をインストールずるパーティションは、必要最小限 m 上のサイズで確保してください。 

• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション(保守用パーティションを除く）の情報はフオーマツトされ、すべてなくなりま 
す。それ ly がのパーティションの情報は保持されます。下図は、保守用パーティションび 
用意されている場合に情報び削除されるパーティションを示しています。 


第1パーテイシヨン 

<保守用パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4八ーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルするパーティションを設定ずる 
画面び表示されまず。このとさ表示される先頭にある己已 MB の領域は、ストリーミング 
ヴーノ V ’特有の構成情報や専用のユーティリティを保存ずるために使用されるノ くーティション 
でず。この領域の削除は推奨しませんび、己己 MB の領域を確保させたくない場合は、 
マニュアルセットアップでインス!ルを行ってください。シームレスセットアップでは 
削除でをません。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を還択したとき、「パーティション」の 
設定値は実領域上あるいは120 GB 似上の値を指定しないでください。 

• r パーティションサイズ」に409己 MBtm を指定した場合は NTFS へのコンパ'-卜が必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択したとき、流用 
ずるパーティション夕 K 保守領域を除く）にパーティションび存在しなかった場合、その 
ディスクの最大領域を確保して Windows 2000をインス I ルします。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のノ くーティションを残し 
たまま再インス I ルすることはできません (99 ページ参照)。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場台もあります。 
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[ NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の選択画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [ NEC 基本情漸画面にのみあります。 

[コンピユータの役割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に選ネ尺して、インストールを行います。 


設定を完了すると自動的に再起動します。 

7. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールずる場合は、大容量記憶装置 
じ添付されているフ□、ソピーディスクを 
フ□、ソピーディスクドライブじセットし、 
メッセージじ従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライプに挿入してください。 


I 0 K I 「搭了 I 


8 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されまず。 


追加ずるアプリケーションのインストール 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライプに挿入してください。 


I 0 K I 「終了 I 


9. メッセージに従って CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 とセットアップパラメータ FD を CD-ROM 
ドライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセツトする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 


よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]ボタンをクリ、ソクするか < F 8> 
キーを押す。同意しない場合は、[同意 
しません]ボタンをクリ、ソクするか < F 3> 
キーを押す。 


次の使用許諾契約をお読みぐださい。 
PageDown 卜を使ってスク D-l レしてください。 


Windows 2 

[同意しません]を還ぶとセットアッ T を中止しまず。 

Windows 2000をインスト-ルするには、この契約への同意が必要です。 


IWS 2000 のライセンスに同意されまずか？ 
しません]を還ぶとセット巧 


[] 司意しまずI [] 司意しま e ん! 


同意しないと、セットアップは終了し、 Windows 2000はインス!ルされません。 

「Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)サービス」をインストールするように設定して 
し、る場 S ま、最初の□グオン時に 「Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)ヴービス」の 
詳細設定を行うように画面びポップアップされます。適切な値を設定してください。 


1. NEC 基本情報で「サービスパックの適用」を[する](こした場合は、次の操作をする。 

①メッセージに従って Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

③メッセージ(こ従って Windows 2000 Service Pack CD - ROM を CD - ROM ドライブじセット 
する。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに□グオン 
します。 ]：> (上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 


12 . 本体標準装備のデバイスドライバのインストールやセットアップを行う。 
詳しくは86ページを参照してください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインス I -ールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセ、ソトアツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールな 
どを実施する場合は、次のような手順じてセットアップしてください。 

ビルド.トウ•才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始する 
場合には、本操作を行う必要はありません。 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの取扱説明書を準備する。 

I チェック I 

本説明書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの取扱説明書との内容が異なる場合は、大容量 
記憶装置コント□—ラの取扱説明書を優先してください。 

2. ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□ーラの取扱説明書(こ従って RAID の設定を行う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESSBULDERJCD - ROM か6システムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実巧し、次のような内容に設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 

•LE12E] 

コントローラによっては、設を画面が現れなぃことがあります。 

• [大容量記憶装置用 OEM - FD の適用をする]をチェックする 

•L 励 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されてぃるドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

己.シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラ(こ添付され 
ているフ □、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピー 
ディスクドライブ(こセットし、じ(降は画 
面のメッセージに従つて操作してくださ 
い。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに挿入して < ださい。 


[ 0 K I I 終了] 
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マニュアルセツトアップ 


ストリーミングサーバへのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセット 
アップを使用することをお勤めしていますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュ 
アルセットアップが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインス I ルする方まについては、 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM に格納されているオンラインド车ュメント 「Microsoft 
Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 Server Advanced Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から、を 0 S 用の 「 OEM ディスク」を作成しておいてください。 


ドに添付の取扱説明書も併せて参照し 


ーグ オプションボードを接続する場合は、オプションボ- 
に T ッタ J て< た5し、 

-サボートディスクとは？- 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 r マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 巨 ULDER 」 と呼ばれるサポートディ 
スクが必要です。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER 」 には 、 Windows 2000のインス 
I -ールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に Windows 2000 0 EM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER を用意してください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、ストリーミングサーバの順(こ電源を ON にする。 

3. スト IJ - ミングサーバの CD - ROM ドライブに添付の^ EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM をセ、ソト 
する。 

4. CD - ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す）か、電源を OFF / 
ON してストリーミングサーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

已.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 


[サポートディスク作成メニュ ー] か 6 [Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 
を選択する。 


7. 画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをセツトする。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 はライトプ□テクトをし、ラ 
ベルを貼って大切に保管してください。 


ストリーミングサーバの他じ Windows Server 
2003 /Windows 2000 / XP 、 または Windows NT 
4.0 、Windows 95/98/ Me で動作するコンピユータ 
をお持ちの場合は、添付の 「 EXPRE % 目 UILDER 」 
を CD - ROM ドライブにセツトずると表示される「マ 
スターコント □ —ルメニユー」から Windows 2000 
0 EM-DISK for EXPRESS 目 UILDER を作成するこ 
とちできまず。 
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HostRAID™ について 


ここでは HostRAID の概要およびセットアップ手順について説明します。 


HostRAID の概要 


HostRAID とは、システムじ標準搭載された Adaptec Ultra 320 SCSI インタフエースを使用 
し、 RAID 機能を提供します。 

HostRAID では、ディスクアレイを制御するドライバとディスクアレイの管理ユーティリ 
ティである 「Adaptec Storage Manager ™ Browser Editiori 」( J ： i 降、 ASM 巨 E と略す)から 
構ぶされています。 

これらのソフトウエアはどちらか一方でも欠けると正常な動作ができません。ドライバは本 
書のセットアップ手順を参照し、 ASM 目 E は 「HostRAID Adaptec Storage Manager 
Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照して必ず両方のソフトウエアをインス I 
ルしてください。 

詳細については、3章の 「 HostRAID について」を参照してください。 


注意事頃 


HostRAID 全般に関するを意事項について説明します。 

詳細については、3章の 「 HostRAID について」を参照してくださし、 


108 







*1SCSISe/e が utility 操作説明書を参照してくださし、。なお、アレイの作成は EXPRESSBUILDER からも行う 
ことができます。 EXPRESSBUILDER からアレイの作成を巧う場合は、 SCSISe/e がユーティリティを使用して 
HostRAID の設定を有効 (Enabled) にする操作のみ実施してください。 

*2 EXPRESSBUILDER からヴポートディスクを作成し、 A- ドウエアウィザードの中で HostRAID ドライバ 
をインストールしてください。 

*3 HostRAID Adaptec Storage Manager Browser Edition ユーザーズマニュアルを参照してください。 


HostRAID システムをセツトアツプする作業手順の流れは下のとおりです。 


いいえ 


^ スタート ^ 

♦ 

HostRAID をブートディスクとして使用 

しますか？ 


■ 


はい 


SCSISe/e がユー テイリテイ 
で HostRAID を Enabled に 
して RAID ドライブを作成 

*1 

♦ 


ドライバをインストール 
(0S をインストール） 

84 ぺージ 

♦ 

システムのアップデート 

90 ぺージ 

♦ 

ASMBE ①インストール 

ホ 3 

♦ 


電源制御抑止ドライバの 
インストール 

*3 

♦ 

メモリ 4GB む上で PAE モードでの動作を 

させますか？ 


■ 


はい 

♦ 


動作モードの設定 

* 3 



セットアップ完了 


SCSISe/e がユーテイリテイ 
で HostRAID を Enabled に 
して RAID ドライブを作成 

*1 

♦ 

ドライバをインストール 

*2 



ASMBE のインス 1 ル 

み 3 

♦ 

電源制御抑止ドライバの 
インス 1 ル 

*3 


HostRAID セットアップの流れ 
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